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1．　はじめに

部品・材料のコーティングは、あらゆる業界
で広く行われている製造ステップである。例に
は、腐食防止用途、ペイントコーティング、粉
体コーティング、クリアコーティング又は、機
能性表面コーティングが含まれる。品質及びプ
ロセス管理の目的では、塗布されたコーティン
グの厚さを測定できることが最も重要である。
従来の方法には、渦電流又は誘導測定方法が
含まれる。但し、これらの方法には金属基材、
さらには強磁性基材が必要である。超音波など
の他の方法はサンプルに直接接触する必要があ
るため、まだウェット状態のコーティングや焼

き付けていない粉体コーティングの測定には適
していない。
その他の既存技術として、図 1 に示すよう

に、CH（メチン基）や OH（ヒドロキシ基）
の官能基の吸収分光に基づいた赤外線厚み計が

光熱測定によるコーティング厚み測定の原理1）
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Abstract

　Photothermal measurements are suitable for non-contact coating thickness measurements of 

coatings on metals, plastics and other materials. In this application note, we will introduce you to the 

measurement principles and provide you with information about the prerequisites for photothermal 

coating thickness measurements.
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図 1　吸収分光法に用いられる近赤外線領域にお
ける波長（OH官能基）の一例		
測定はビア−ランバードの法則に従った吸収
分光法を用いており、一般的には測定器内
部には測定に必要な波長とその参照波長
（主に近赤外線）のフィルタを搭載したフィ
ルタホイールを用いた近赤外線マルチスペ
クトル技術（センシング）を採用。




